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第１章 計画策定の背景 

 

１ 子ども読書活動の意義 

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で、欠くこと

のできないものです。読書により、子どもは普段の生活では得られない物語の世

界を体験できたり、科学や歴史・社会の出来事を知る事ができ、自分の思いや考

えを持ち高めることで、夢や大志といったものをはぐくむことができます。 

しかしながら、社会情勢が大きく変化した現在では、子どもを取り巻く環境が

子どもの心身の発達や生活に大きな影響を与え、とりわけテレビやインターネッ

ト、ゲーム等さまざまな情報メディアの発達や普及により、子どもの読書離れが

懸念されています。こうした中、社会全体で子どもの読書活動の推進を図ってい

くことは、極めて重要です。 

旧久喜市では、平成１８年６月に「久喜市子ども読書活動推進計画（平成１８

年度～平成２２年度）」（以下「第１次推進計画」という。）を策定しました。

平成２２年３月２３日の合併で新久喜市が誕生したことにより、平成２３年３月

に新市の子どもの読書活動の指針となる「久喜市子ども読書活動推進計画（平成

２３年度～平成２７年度）」（以下「第２次推進計画」という。）を新たに策定

し、計画に沿って、図書館、家庭、地域及び学校等が一体となった読書への取組

みを進めてきました。 

こうした状況を踏まえ、久喜市における読書活動の更なる推進を図るため、こ

のたび「第２次推進計画」の計画期間が満了することに伴い、これまでの成果や

取組みの内容等を検証するとともに、関連部署、団体等からの意見を反映させて、

第３次「久喜市子ども読書活動推進計画」を策定いたしました。  

今後は、この「久喜市子ども読書活動推進計画」に基づき、久喜市のすべての

子どもが、あらゆる機会、あらゆる場所において、自主的に読書活動を行うこと



3 

 

ができるように、読書の機会の提供と整備・充実に努めていきます。 

 

２ 国及び埼玉県の動向 

平成１１年８月、国は読書の持つ計り知れない価値を認識し、子どもたちの読

書活動について国を挙げて支援するため、国会において平成１２年を「子ども読

書年」とすることを決議し、平成１３年１２月には、「子どもの読書活動の推進

に関する法律」が公布・施行されました。この法律では子どもの読書の活動の推

進に関する基本理念を定め、国及び地方公共団体の責務等を明記し、関連する施

策を総合的かつ計画的に推進することとしました。そして、この法律に基づき、

平成１４年８月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第一次基

本計画）を策定しました。同計画は次代に合わせて改定され、平成２５年５月に

は、第三次計画が策定・公表されました。 

これを受けて、埼玉県は、平成１６年３月に「埼玉県子ども読書活動推進計画」

を策定し、平成２１年３月には第２次計画を、平成２６年７月には第３次計画を

策定・公表しています。 

 

３ 久喜市における子どもの読書活動の現状 

「久喜市子ども読書活動推進計画」策定に向けて、アンケートを実施し、読書

活動の様子を調査しました。（資料参照） 

 

（１）乳幼児・学童期（小学生以下）の現状 

平成２６年９月から平成２７年４月の間、中央図書館のおはなし会に参加した

保護者、施設見学、久喜地区の学校訪問ブックトークなどに参加した児童等を対

象にアンケート調査を実施しました。 

今回のアンケート調査では、子育て支援センターや図書館のおはなし会に参加

した保護者に回答をいただいたことにより、読み聞かせから一人読みへ、幼年文
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学から児童文学へと切り替わる年齢の子どもの読書の状況を知ることができまし

た。 

乳幼児保護者へのアンケートでは、４０％の保護者が「ほぼ毎日」読み聞かせ

をおこなっており、「週の半分くらい」と合わせると、６７％の家庭で読み聞か

せをおこなっているという結果がでました。大多数の保護者は、読書体験や言葉

がけが子どもの豊かな人格形成に大きな役割を果たすことを認識しています。し

かしながら、核家族化、少子高齢化、生活スタイルや価値観の変化や多様化など

により、実生活における読書活動の実践、継続が難しいという問題もあります。 

小学生へのアンケートでは、回答した児童の８１％が「本を読むことが好き」

と回答しており、概ね読書好きの子どもが多いという結果が出ました。また、３

４％の児童が「本を読んでもらったり、昔話をきいたことがありますか」の問い

に対して「たくさんあった」と答えています。「ときどきあった」の５７％の児

童と合わせると、９１％の児童が家庭内で読み聞かせをおこなう環境にあったと

いう結果もでました。 

学校図書館を８３％の児童が利用しており、「学校図書館に希望することは何

ですか」の問いに対し「おもしろい本」や「自分の好きな本」、「調べ物で役に

立つ本」があることを望んでいます。さらに「図書を紹介してもらえる人がい

る」、「いつでも開いている」という要望意見もあり、子どもたちにとって学校

図書館が本と出会える身近な場所として学校生活の中に浸透していることがわか

ります。 

また、概ね「読書が好き」という児童がいる一方で、読書への興味・関心の低

い子どもも１９％ほど見受けられ、1 か月に 1 冊も本を読まない児童が８％ほど

いました。 

さらに、インターネットやメールを一日に２時間位からそれ以上使う児童は１

２％、オンライン等のゲームを２時間位からそれ以上する児童も３７％ほどいま

した。 
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（２）少年・青年期（中学生以上）の現状 

平成２７年３月から５月の間、中央図書館を利用した中・高校生及び久喜地区

の中学校（２校）、高等学校（１校）の生徒に対しアンケート調査を実施しまし

た。学業や部活動などで生活が多忙化するこの時期の子どもの読書状況を知るこ

とができました。 

「本を読むことが好き」と回答したのは６６％で、過半数を上回る結果となり

ました。また、読書に対して「楽しい」「おもしろい」「知らないことがわかる」

などプラスのイメージをもっている生徒が８１％を占め、概ね読書好きの子ども

が多いことがわかりました。しかしながら、生活リズムの変容、趣味の多様化な

どから、気持ちが読書量に直結しておらず、１か月に「１～２冊」の読書が最も

多い４３％でした。 

どのようにして本を選ぶかという問いに対しては１９％が「書店」と回答し、

「市立図書館のすすめ（３％）」及び「学校図書館（２％）」と答えた生徒の４

倍に上りました。また、どこで借りる・買うかの問いでも「書店」は５５％で、

「市立図書館（１５％）」及び「学校図書館（７％）」と答えた生徒の２倍でし

た。５３％が１か月にマンガや雑誌を３冊以上読む習慣があり、書店に出入りす

る頻度が高い理由の一つになっているようです。市立図書館や学校図書館に対す

る要望では「自分の好きな本を置いてほしい」が３７％と最も多く、価値観、人

生観、興味や関心が確立されはじめ、読みたい本がある程度明確になっているこ

とが伺えます。 

この調査では対象が中・高校生でありデジタルネイティブ世代（生まれたとき

からインターネットやパソコンが普及している環境で育った世代）で、８９％が

インターネットやメールを日常的に利用しています。６４％が１日２時間位から

それ以上の時間をインターネットやメールに費やします。また、６９％がゲー

ム・テレビにも１日２時間位からそれ以上の時間を費やしています。彼らにとっ

て、携帯電話、スマートフォンは常に手中にある最も身近で便利なツールです。
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いつでも情報にアクセスでき、調べ物をすることも、ゲームをすることも可能で

す。「どうすれば今より本が読めると思うか」の問いに４４％が「読みたい本が

そばにある」と回答しました。携帯電話、スマートフォンとまではいかないまで

も、本がより身近にあることが望まれていると考えられます。 

本を読んでもらったり、昔話を聞いたことが「なかった」と「わからない」の

合計は２９％、小学校に入るまで図書館等を利用したことが「なかった」と「わ

からない」の合計は３７％といずれも３０％前後でした。過去の読書活動と現在

の傾向を単純に結びつけることはできませんが、本を読むことが「嫌い」と答え

た生徒は３４％、1 か月に「1 冊も本を読まない」は２９％で、過去の読書活動

と同様の３０％前後の割合という結果が出ました。 

 

このように、アンケート結果から子どもたちの周りには、読書以外にも手軽な

娯楽があふれていること、また読書への興味・関心には個人差があることがわか

りました。それぞれの子どもたちに本を読む喜びや楽しさを伝え、読書意欲の向

上につながるように、アンケート調査を踏まえ第３次「久喜市子ども読書活動推

進計画」を策定する必要があります。 

 

 

４ 第２次推進計画の成果と課題 

平成２３年３月に策定した第２次推進計画に基づき、市民と行政が手を携え、

家庭や地域、学校や図書館など、さまざまなところで、すべての子どもたちが本

を読む喜びを味わい感性豊かに育つ読書環境づくりを支援するために、具体的な

施策を体系化し、推進しました。 

その結果、第２次推進計画期間中に、子どもの読書活動については、次のよう

な成果を上げることができました。  
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成 果 

（１）家庭・地域における読書活動の推進 

子どもがそれぞれの成長に応じ、生活のあらゆる場で本に親しみ、読書習慣を 

身につける環境を作る取組みを行いました。 

家庭においては、子どもと保護者等が多くの本と出会う機会と乳幼児の心健や

かな成長を促すため、保健センターで実施している４か月児健康診査にあわせて、

ブックスタート事業と絵本の紹介を兼ねたミニおはなし会「おひざにだっこのお

はなし会」や絵本の紹介を行いました。 

また、子育てに絵本を活用し、親子のコミュニケーションを深める親子読書の

推進を目的として、乳幼児、就学前児童、小学生の保護者等を対象とした親子読

書の講座を開催しました。 

地域においては、全ての子どもに読書に親しむ機会を提供するために、全ての

放課後児童クラブへ図書館資料の団体貸出を行い、図書の充実を図りました。ま

た、地域の方が読書活動推進のためのボランティアとして活動できるように、啓

発活動及び読み聞かせや読書についての講習会を開催しました。 

 

（２）学校等における読書活動の推進 

保育所・幼稚園等では、市立図書館と連携し、訪問おはなし会や団体貸出を定 

期的に活用して、絵本に触れることや、おはなし会に参加することにより読書に

親しめる環境をつくりました。 

学校では、児童・生徒の発達段階を踏まえ、読書に親しみ、自らの読書習慣を

確立できるように、学校図書館の資料の充実と整備を行うとともに、教科等の学

習と関連した図書資料を提供することを目的として、市立図書館の学校貸出制度

を活用するなど、市立図書館と連携し、読書や学習の支援を行いました。 

併せて小・中学校全校において、本に触れ、本の楽しさを体験してもらうとと
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もに、読書を通じた言語能力、感受性等の育成のために、朝の読書や読み聞かせ

等の読書活動を日常的に取り入れています。 

さらに、身近に図書がある環境をつくるために学校へ協力を仰ぎ、子どもたち

に自由に活用してもらう図書を配架した「学校文庫」を新たに設置しました。 

また、学校図書館ボランティアの協力により、学校図書館運営（図書整理・修

理等）や「読み聞かせ」の活動を充実させるとともに、魅力ある学校図書館の環

境づくりを推進しました。 

 

（３）図書館等における読書活動の推進 

市立図書館は、読書の楽しさに触れることのできる身近な場所であり、「久喜 

市子ども読書活動推進計画」の拠点として、子どもの読書活動を支援しました。 

市立図書館では、生涯にわたる読書活動を支援するために、４か月児健康診査

と併せて実施しているブックスタートを出発点として、乳幼児期から絵本に親し

み、読書の楽しみを家庭や学校で共有できるように、年齢に応じた読書支援をし

ました。特に、乳幼児期から小学校 1年生までの年齢を「読み聞かせから一人読

みへ」移行する大切な時期であると考え、更なる読書への関心や意欲、読書習慣

につながるよう啓発活動をしてきました。 

子どもが自ら学び、課題を解決するための調べ学習に対応する資料や、子ども

の豊かな心を育て、読解力を育成するような資料を充実させ、子どもにとって一

層魅力のある蔵書構成を目指しました。ＹＡ（ヤングアダルト）コーナー、ＹＪ

（ヤングジュニア）コーナー、幼年コーナーなどの世代別図書コーナーを設置し、

季節やテーマに沿った資料展示など、さまざまな活動を行いました。  

さらに、久喜地区の全小学校で実施していた学校訪問おはなし会・ブックトー

クを、保育所、子育て支援センターや他地区においても、実施できるように働き

かけをしました。その結果、久喜地区小学校１０校、公立保育所５園、子育て支

援センター２施設、栗橋地区小学校３校と訪問施設を拡大することができました。 
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また、学校や保育所への団体・学級貸出については、要望に沿ったテーマ図書

を追加して、団体貸出図書の充実を図りました。加えて、子どもの本に関わる方

を対象に、「読み聞かせ」や「おはなし会」の講習会を実施するとともに、学校

図書館の整備のためのボランティア養成講座を中央図書館で定期的に開催し、学

校及び学校図書館への支援も推進してきました。 

第２次推進計画期間後の課題としては、次のようなものが挙げられます。 

 

課 題 

（１）読書環境の整備等 

少子化により子どもの市立図書館の延べ利用者数及び貸出冊数は停滞ぎみです。

図書館を利用する多くの機会を設け、図書館サービスの内容の周知を図るととも

に、魅力ある資料の充実が不可欠です。 

 

（２）各施設等での読書活動 

新しいメディアの普及で、子どもたちを取り巻く社会も変わり、興味や関心を

引くものが数多く存在しています。家庭では、大人においても読書離れが進んで

おり、家庭に本が身近な存在としてあることが難しくなってきています。読書環

境を充実させるためには、家庭はもちろんのこと、学校や地域での読み聞かせを

含む読書活動を推進する必要があります。 

 

（３）家庭での読書の啓発 

保護者は、読書体験が子どもの豊かな人格形成に大きな役割を果たすことは認

識しています。今後も家庭内で読書をする時間を設定するなど、家庭で読書に親

しむ習慣づくりをさらに推進する必要があります。また、読書に関心を持つ保護

者だけではなく、関心の薄い保護者等に読書の大切さを知ってもらうために更な

る情報提供の必要があります。 
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（４）学校図書館の活性化 

学校図書館の蔵書については、第２次推進計画策定時から「学校図書館図書標

準」に基づいた蔵書率の基準を概ね満たしています。しかしながら、古い図書が

蔵書率を支えている側面もあります。学校図書館は、読書活動と学習活動を支援

するという重要な役割を果たしています。今後、学校図書館のより一層の充実と

活性化を図るためには、古い図書の更新が不可欠です。さらに、学校図書館の整

備に関わるボランティアの養成を拡大するなど、市立図書館と連携し、長期的展

望に立った学校図書館の整備に努める必要があります。 

 

（５）読書啓発活動の推進 

「なぜ、子どもが本に親しむことが大切なのか」という読書活動に関する意識

啓発を継続して実施、推進していくことが求められます。 

 

 

 

第２章 「久喜市子ども読書活動推進計画」の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

久喜市で育つすべての子どもが、読書の楽しさに触れ、知る喜びを獲得する 

中で、自身の可能性を広げ、その人生をより深く魅力的なものにしていく人間に

成長できるよう、図書館、家庭、地域及び学校等のきずなを大切にしながら、子

どもたちの読書活動の推進のために、次の基本理念を掲げます。 

 

久喜市のすべての子どもたちに読書の喜びを 
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２ 計画の目標 

 この基本理念の実現に向け、以下の２つの基本目標と３つの数値目標、ライフ

ステージごとの視点を定め、さまざまな施策に取り組んでいきます。 

 

（１） ２つの基本目標 

 

基本目標Ⅰ  

家庭・地域・学校等における子どもの読書活動の推進 

読書の喜びや楽しさを伝えるため、家庭・地域（図書館を含む）･学校等のそ

れぞれにおいて、乳幼児期からの読書環境を整備するとともに、小・中学生、高

校生が自然に読書に親しむきっかけづくりや読書習慣を形成していくための環境

づくりの支援や、事業を推進します。 

 

基本目標Ⅱ 

子どもの読書活動の推進体制の整備と普及活動の推進 

読書の喜びや楽しさを伝えるため、子どもの発達段階に応じた読書啓発事業を

展開します。また、市立図書館、学校図書館をはじめ、読書推進に関わる地域住

民、ボランティア、個人、団体、関係機関との連携による地域ぐるみの取組みを

促進するとともに、さまざまな機会を活用した積極的な普及、啓発に努めます。 

 
 

（２）３つの数値目標 

基本目標の達成度を計るための指標として、次の３つの項目を目標値として設

定します。第２次推進計画の状況をふまえて設定しました。 

 

① 児童書の貸出冊数 

 

 
 

現状値（平成２６年度） 目標値（平成３２年度） 

２７７,９２８冊  ２７８,０００冊 
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② 市立図書館における団体貸出冊数 

（保育所・幼稚園・子育て支援センター・児童センター・小学校・中学校等）  

 

 

 

 

 

③ おはなし会（訪問おはなし会を含む）の延べ参加者数 

 

 
 
 

 

 

数値目標の設定において、『久喜市総合振興計画』に掲載されている将来人口のうち、本計 
画の対象年齢に最も近い年齢層「年少人口（１５歳未満）」を参考にしました。 

 

 

 

【資料】 『久喜市総合振興計画』（久喜市 平成25年3月発行）ｐ23より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現状値（平成２６年度） 目標値（平成３２年度） 

４,５９２冊 ５,０００冊 

現状値（平成２６年度） 目標値（平成３２年度） 

４,７７８人 ４,８００人 



13 

 

（３）ライフステージごとの視点 

市立図書館では、子どもたちの成長に合わせた読書活動を推進していくために、 

以下のとおり、各ライフステージごとの視点を定めます。 

 

 

① 乳幼児期（０～３歳）  本との出会い 

 保護者のぬくもりを感じながら本と出会い、保護者との心の交流を通して自分

が愛されていることや大切な存在であることを体感し、「ことば」や「心」をは

ぐくむ。  

 

② 幼児期（３～６歳）   本を楽しむ 

 読み聞かせやおはなし等を聞くことにより、本のおもしろさに気づくとともに、

本を読んでくれる人と大切な時間を過ごす心地よさを知る。 

 

③ 学童期 (６～１２歳)  本から学ぶ 

本を読むことに興味を持ち、進んで本を手に取り、本を読むことから多くのこ 

とを学び、自己をふり返りながら生きる力をはぐくむ。 

 

④ 少年期（１２～１５歳） 本を活用する 

読書の範囲が広がり読む本が多様化する中で、身の回りにある多くの情報を正

しく理解し、活用していく力をはぐくむ。 

 

⑤ 青年期（１５～１８歳） 本と生きる 

本を読むことを通して、さまざまなことに興味・関心を広げ、自分の生き方を

考える。 
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３ 計画の期間 

本計画の期間は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間とします。 

 

４ 計画の対象   

本計画の対象は、０歳から１８歳までを対象とします。なお、子どもの読書活

動の推進に関わる保護者をはじめ教育・福祉関係者等も対象とします。 

 

５ 計画の進行管理 

本計画の効果的推進のために、関連部署・施設等と連携しながら、子どもの読

書活動の推進状況を確認し、進行管理を行います。 

 

 

６ 計画の体系 
 

「久喜市子ども読書活動推進計画」の体系 

                    （ｐ１５、１６） 
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基本理念  久喜市のすべての子どもたちに読書の喜びを 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 図書館における 

読書活動の推進 

 
 

計画の目標 

２ 学校等における 

読書活動の推進 

（２）地域における 

読書活動の推進 

①家庭での読書の啓発 

②ブックスタート事業等の充実 

③乳幼児期の啓発 

④各種情報の活用 

①各施設等での読書活動 

②各種講座の開催 

①身近に本がある環境の整備 

②読み聞かせや読書の時間の充実 

（２）児童・生徒の読書 

活動の推進 

①学校図書館の活性化 

②読書習慣の維持 

③読書目標の設定による利用の拡大 

④行事等を利用した読書活動啓発 

（１）保育所・幼稚園等

及び子育て関連施

設での読書活動の

推進 

（２）読書環境の 

整備 

①乳幼児図書コーナーの整備 

②絵本や児童書の充実 

③中・高校生を対象とした図書の充実 

④読書活動が困難な子どもへの支援 

①読書啓発活動の推進 

②おはなし会の充実 

③ブックリストの作成と広報活動 

④読書活動関連講座の開催 

⑤職員の資質の向上 

（３）学校・他機関・ 

団体との連携 

①地域における関係機関との連携 

②学校訪問おはなし会・ブックトーク 

の実施 

③学校図書館への支援と連携 

④ブックスタート事業の充実 

（１）子ども向けサ 

―ビスの充実 

具 体 的 な 取 り 組 み 

（４）ボランティア 

との協働 

①読書活動に関わるボランティアの養成 

②ボランティアへの活動支援 

１ 家庭・地域における 

読書活動の推進 

（１）家庭における 

読書活動の推進 

Ⅰ
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具 体 的 な 取 り 組 み 計画の目標 

①「子ども読書の日」「こどもの読書週間」等の 

取組み 

②地域の読書活動情報の提供 

③児童・生徒の市立図書館見学・職場体験の受入れ 

①市立図書館と学校図書館の連携強化 

②埼玉県立図書館及び県内公共図書館との 

協力・連携体制の推進 

③読書に関わるボランティア等の協力・連携の推進 

１ 子どもの読書活動 

の推進体制の整備 

２ 子どもの読書活動 

の普及啓発の推進 

 

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
体
制
の
整
備
と
普
及
活
動
の
推
進 

Ⅱ
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第３章 久喜市における子どもの読書活動計画の実現に向けた取組み 

  

計画の実現に向けた取組みを以下に示します。 

 

Ⅰ家庭・地域・学校等における子どもの読書活動の推進 

 子どもたちの読書習慣は日常の生活をとおして形成されるものです。まず子ど

もたちの最も身近な家庭を中心とし、次に多くの時間を過ごす学校で子どもが継

続的に読書に親しむことが、読書習慣を身につけるのに有効です。また、図書館

やその他の施設などで、親子のふれあい、読書の楽しさを提供することが、読書

に対する興味や関心をより引き出すことに繋がります。 

 

１ 家庭・地域における読書活動の推進 

（１） 家庭における読書活動の推進 

 家庭は子どもの読書習慣の基礎を作る場です。家庭においては、子どもが読書

に親しむきっかけを作ることや、読書に対する興味や関心を引き出すように子ど

もに働きかけることが必要です。 

最も身近な存在である保護者に対して家庭での読書に関する情報提供を行い、

読み聞かせの楽しさや読書の重要性について理解の促進を図ります。 

  

①家庭での読書の啓発 

読書に対する子どもの興味・関心を引き出すために、人に読んでもらった本や 

子どもが読んだ本について、家庭の中で話し合う親子読書、家庭内読書を推進し

ます。また、子育てにおける読み聞かせや読書の重要性について理解を得るた

め、保護者を対象に講座を開催します。 

 

②ブックスタート事業等の充実 
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市立図書館では、ブックスタート事業として、保健センターで実施される４か

月児健康診査時において、ブックスタートパック（絵本、布バッグ、アドバイス

集）等を配布しています。ブックスタート事業を子どもが初めて絵本に出会う場

と位置づけ、親子が家庭でより多くの本に親しむことができるよう引き続き実施

していきます。 

また、各図書館で実施している未就学児のためのおはなし会を、ブックスター

ト事業のフォローアップ事業として位置づけ、わらべうた講座、親子読書講座な

ど、子育てに絵本や読み聞かせを取り入れるための事業を充実させます。 

 

③乳幼児期の啓発 

子どもの年齢にふさわしい絵本をおはなし会等で保護者に紹介し、絵本を介し

たコミュニケーションの重要性などを伝え、読み聞かせの習慣化を推進します。 

また、保健センターで実施される各種乳幼児健診等のさまざまな機会を捉え

て、良質な絵本の紹介、リストの配布など、他機関と連携しながら行うことで、

乳幼児期の読書活動を啓発します。 

 

④各種情報の活用 

図書館で発行している「おすすめ絵本リスト」を積極的に活用し、保護者や家

族に本を利用した子育てを提案します。また、図書館内の乳幼児コーナーの充

実、子育て支援コーナーを設置するとともに、子どもと読書に関する情報の活用

や提供を積極的に推進します。 

 

（２）地域における読書活動の推進 

 地域は子どもたちが地域の人々とかかわり、地域に見守られながら自己形成を

図っていく生涯学習の場です。地域での子どもの読書活動の推進に当たっては、

子どもや保護者を対象にした各地区で行われるさまざまな活動の機会を捉えて、
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地域全体で読書活動の拡大を図ることが必要です。そのために、読書活動を支え

るボランティアとの連携も重要となります。読み聞かせボランティアに活動の場

を提供したり、ボランティアの資質向上のための取組みを進めていきます。 

 

①各施設等での読書活動 

 放課後や週末等の子どもたちの居場所である「放課後児童クラブ」や「久喜市

放課後子ども教室」（ゆうゆうプラザ）等の活動にも、子どもが読書に親しむ機

会としてボランティアによる読み聞かせ等の読書活動が多く取り入れられるよう

推進します。活動を充実させるために、子どもの本や読書に関する情報提供を行

うとともに、市立図書館の図書の団体貸出を進めます。 

生涯学習施設や地域で行われる事業を活用して、子どもの読書活動の意義、読

書の楽しさについて、理解と関心を深めるため、読書活動の推進について周知、

普及を図ります。 

 

②各種講座の開催 

子どもの読書活動推進に関する活動を活性化するため、講演会や研修会の開催

を企画し、学習の機会を提供します。 

 

 

２ 学校等における読書活動の推進 

 

（１）保育所・幼稚園等及び子育て関連施設での読書活動の推進 

保育所・幼稚園等及び子育て関連施設においては、子どもに読書の楽しさを実

感させ、言語力をはぐくみながら読書習慣を身に付けさせるようにします。その

ために、読書環境の整備と読書活動を充実させる支援をしていきます。 
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①身近に本がある環境の整備 

 子どもが日常の中で本に触れることのできる場所として、保育所・幼稚園等及

び子育て関連施設があります。これらの場所に本に親しむ環境づくりを支援する

ため、市立図書館の読み聞かせ用図書、絵本セットや大型絵本を貸し出します。

保育所・幼稚園等及び子育て関連施設の団体登録を積極的に進めていきます。 

 

②読み聞かせや読書の時間の充実 

保育所・幼稚園等及び子育て関連施設における読書活動の充実に資するため、

市立図書館は読み聞かせに適した図書や長く読み継がれてきた図書に関する情報

などを積極的に発信します。幼少期の読書活動において、読み聞かせを行う大人

の存在は重要です。関係者に対して読み聞かせや絵本の選び方について学ぶ機会

を提供することによって、読書の時間を充実させていきます。 

 

（２） 児童・生徒の読書活動の推進 

学校は子どもたちが自ら学び、自ら考え、よりよく生きていこうとする力をは

ぐくむ場です。家庭や地域、保育所や幼稚園等で培われた読書習慣が損なわれる

ことのないよう、小・中・高等学校それぞれの段階の学校図書館が中核となり、

学校生活の中での本とつながりを一層充実させるとともに、児童・生徒の主体的

な学習活動も支援していきます。 

 

①学校図書館の活性化 

 児童・生徒が自ら学ぶ学習・情報センター、豊かな感性をはぐくむ読書センタ

ーとして学校図書館が活用されるように、市立図書館と学校図書館が連携し活性

化を図るとともに、ボランティア等と協力し、活動を充実させていきます。 

市立図書館は、学校図書館の活用実践例等を紹介した図書資料の情報を教職員

に発信し、活性化の足がかりを提供します。さらに、市立図書館の団体貸出、リ
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サイクル図書を積極的に活用することで、児童・生徒がたくさんの図書に触れら

れるように支援していきます。 

 

②読書習慣の維持 

小・中学校においては朝の読書を実施しています。市立図書館では、おすすめ

の図書リスト等を継続的に発行することで、良質な図書に出会う機会を提供し、

日々の読書活動を支援していきます。 

 

③読書目標の設定による利用の拡大 

市立図書館と市内小中学校が連携し、児童・生徒一人ひとりが楽しみながら読

書できる取組みとして、読書目標を設定した活動（読書通帳）を実施していま

す。今後も連携を積極的に推進し、利用の拡大を図ります。 

 

④行事等を利用した読書活動啓発 

 市立図書館と学校が連携し、小学生の施設見学や中学生の職場体験等を積極的

に実施することで、様々な分野の図書があること、読書の魅力を知ってもらい、

児童・生徒に本と出会う機会を提供します。さらに、図書館の機能や本の並び方

等を学んでもらうことにより、図書館は便利で魅力的な場所であることを一人で

も多くの子どもたちに理解してもらえるよう努めます。 

 

 

３ 図書館における読書活動の推進 

市立図書館は子どもが本と出会い、読書を楽しむ機会を提供する場所です。図

書資料の充実や職員の専門知識を高め、子どもの読書活動を支援します。 

 

（１）子ども向けサービスの充実 
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子どもの読書活動を推進する拠点施設として、市立図書館では子どもの発達段

階に応じて、読書に関する様々なサービスを提供します。 

 

① 読書啓発活動の推進 

 市全体における読書活動の推進を図るため、４月２３日の「子ども読書の日」

から始まる「こどもの読書週間」を利用し、子どもの読書活動の推進について創

意工夫をして啓発活動を行います。 

 

②おはなし会の充実 

より多くの子どもが楽しみながら本と出会える機会を拡大していくために、読

み聞かせやおはなし会の充実を図ります。また、ブックスタート事業のフォロー

アップとして、赤ちゃんと保護者向けおはなし会を全館で実施します。 

 

③ブックリストの作成と広報活動 

読み聞かせのためのブックリストや乳幼児向けの絵本リスト、その他各種ブッ

クリストの見直しを適宜行い、本に対して興味や関心を持つような内容を発信し

ていきます。「いちねんせいになったおともだちへ としょかんとおともだちに

なろう」をすべての小学校に配布し、新一年生の読書活動を推進します。また、

障がいのある子ども向けに作られた資料のリストも作成していきます。 

保護者や関連施設が、図書館が行っている様々な事業の情報を取得できるよう

に、また多くの本を有効に活用できる機会を提供するために、多様な広報媒体を

活用して積極的な情報発信に努めます。 

 

④読書活動関連講座の開催 

 子どもの読書活動への理解と関心を深めるために、関係機関と協力・連携し

て、保護者をはじめとする大人に対して、子どもの本や読書に関する講演会や講
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座を開催し、市立図書館の利用拡大を図ります。 

⑤職員の資質の向上 

読書アンケート等を実施し、子どもの読書傾向や図書館に対する要望を理解し

ながら、子どもへの図書館サービスに努めます。また、児童書に関する知識や子

どもと本をつなぐ効果的な方法を学ぶために研修に積極的に参加し、職員の知識

や技術の向上に努めます。 

 

（２）読書環境の整備 

 子ども自身が自由に読む本を選択し、読書の楽しみを知ることができる市立図

書館として機能するよう、常に新鮮で魅力ある資料の整備と充実を心がけ、利用

しやすい読書環境を提供していきます。 

 子どもの図書館利用を促進するため、市立図書館各館の児童書コーナーの整

備・充実を図ります。子どもが手に取りやすく選びやすい図書の並べ方を工夫

し、テーマ別のコーナー作りや様々な企画展示を積極的に行います。 

 司書による専門性を生かした調べ学習・教科書関連図書を収集し、子どもたち

の学習に応え、自ら学ぶ意欲を高めていく図書の充実を図ります。 

 

①乳幼児図書コーナーの整備 

 乳幼児図書コーナーをさらに充実させるために、長く読み継がれてきた乳幼児

絵本を紹介します。また、絵本の選び方や読み聞かせについての相談受付や情報

提供を行います。 

 

②絵本や児童書の充実 

引き続き計画的な新刊本の購入と、長く読み継がれてきた絵本や児童書の補

充、買換えを行い、新鮮で魅力的な蔵書を保つよう努めます。特に調べ学習に対

応するため、各分野の資料を見直し、子どもの課題解決の手助けになる資料を提



24 

 

供します。また、絵本を通して異文化に触れる機会を提供するために、外国語絵

本の収集も積極的に努めます。 

 

③中・高校生を対象とした図書の充実 

 様々なことに興味・関心を広げる年代の中学生・高校生に向けて、本との豊か

な出会いを持てるように、中学生・高校生への本の紹介を行うコーナーの設置や

ブックリストの発行など、ヤングジュニアコーナー（ＹＪ）、ヤングアダルトコ

ーナー（ＹＡ）の一層の拡充を図ります。 

学校図書館と連携して、学習に役立つ本や中学生・高校生向けの本等、子ども

の幅広いニーズに応えられる本を収集し、読書から遠ざかりがちな中学生・高校

生の読書推進を図ります。 

 

④読書活動が困難な子どもへの支援 

 すべての子どもたちが図書館資料を利用できるように、特別支援学校等との連

携・協力のもと、利用しやすい図書館づくりを進めるとともに、点字資料、録音

資料等障がいに応じた資料の提供についての研究をすすめます。また、日本語を

母語としない子どもへの支援や入院中などで来館が困難な子どもたちも読書機会

が持てるように、サービスの方法を検討します。 

 

（３）学校・他機関・団体との連携 

 子どもの成長には多くの人たちが関わっています。子どもたちがいつでもどこ

でも自主的に読書活動を行うことができるように、子どもと子どもの本に関わる

機関や団体が連携して子どもの読書活動を支えていく必要があります。 

 

①地域における関係機関との連携 

公民館や子どもが集まる生涯学習施設等と連携し、読書活動の重要性を周知す
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るとともに図書館の利用促進を図ります。 

公民館図書室・図書コーナーへの新刊図書の配本、入替えを継続的に行い、子

どもが本に親しめる環境の充実を図ります。また、図書館と公民館が協力し、図

書室・図書コーナーの運営の充実に努めます。 

 

②学校訪問おはなし会・ブックトークの実施 

 保育所・幼稚園・小学校等に図書館職員が訪問し、おはなし会やブックトーク

を実施する学校訪問の事業を引き続き実施していきます。実施にあたっては、ボ

ランティアと連携し、各学校の状況に応じて図書の提供を行うとともに、子ども

の読書への理解・関心を深めるよう努めます。 

 

③学校図書館への支援と連携 

 図書館と学校図書館の情報交換を行い、学校が必要とする本や情報を提供し、

子どもたちが読書に親しめる環境づくりに努めます。 

 

④ブックスタート事業の充実 

 市の関係部署と協力し、久喜市に生まれた全ての子どもが絵本を介して保護者

との楽しい時間を過ごすことができるように支援するブックスタート事業を継続

して実施します。事業の実施にあたって配布するブックスタートパック（絵本、

布バッグ、アドバイス集）及びおすすめ絵本リストの内容について、定期的に見

直し、保護者に向けて読み聞かせの大切さについての啓発に努めます。さらに、

絵本と子育てについての講座等を実施します。 

 

（４）ボランティアとの協働 

子どもの読書活動には学校や図書館等の行政機関だけでなく、地域団体やボラ

ンティア等、多くの人が関わっています。子どもの読書活動を支えるボランティ
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ア等との連携を深めることで、より多くの子どもたちに本に親しむ機会を提供し

ていきます。 

 

①読書活動に関わるボランティアの養成 

 子どもと図書館、子どもと読書をつなぐ知識・技術・経験を持つ図書館ボラン

ティアを養成し、子どもの読書活動を推進するため、必要な知識を持つ人材を育

成する講座を定期的に実施します。 

特に「読み聞かせ講座」は、図書館や学校をはじめ関係機関においてボランテ

ィア活動が高まり、活動の幅も広がりを見せています。今後も、人材の育成及び

活動支援の充実を図っていきます。また、学校図書館ボランティアの養成を推進

することで、学校図書館の活性化を支援していきます。 

 

②ボランティアへの活動支援 

子どもの読書に関わる団体、ボランティア間の情報交換・交流促進を図り、協

働して子どもの読書活動を推進します。また、積極的に子どもの読書に関する情

報を収集し提供することにより、ボランティアの活動を支援します。 

  

 

 Ⅱ子どもの読書活動の推進体制の整備と普及活動の推進   

 

子どもの読書活動を推進するためには、子どもたちに良質な本を手渡し、読書

の楽しみを知ってもらうばかりでなく、保護者をはじめとする周囲の大人にも子

どもの読書の大切さを伝え、理解を深めていただくことが不可欠です。 

このため、子ども読書の推進とともに、さまざまな機会をとらえて普及啓発活

動を実施していきます。 
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１ 子どもの読書活動の推進体制の整備 

 子どもの読書活動を総合的に推進するためには、家庭、地域及び学校等がそれ

ぞれ連携し、市立図書館を中心とした推進体制の構築が不可欠です。 

 読書活動を積極的に推進するための組織や体制を活性化させるとともに、関係

機関との一層の協力・連携を図ることで、子どもが読書に親しむ機会や環境の充

実に努めます。 

 

①市立図書館と学校図書館の連携強化 

 市立図書館と学校図書館のさらなる連携強化のため、市立図書館司書と司書教

諭の情報交換を行う機会を設け、子どもの読書環境の向上を図ります。 

 

②埼玉県立図書館及び県内公共図書館との協力・連携体制の推進 

 埼玉県立図書館及び県内公共図書館との相互貸借を引き続き実施します。 

ボランティア等の活動を支援するため、県立久喜図書館内の子ども読書支援セ

ンターとの連携を図り、活動にあたって有意義な情報を提供するとともに、子ど

もの読書に関する事業への参加を促進します。 

 

③読書に関わるボランティア等の協力・連携の推進 

 読書に関わるボランティア等の活動は、読書活動を推進する上で重要な役割を

果たしています。引き続き関係機関や地域、学校等で活動しているボランティア

に子どもの読書活動に関する情報の提供や研修を行い、活動の促進や充実を図る

ことで、継続的な協力・連携体制を作り、子どもの読書活動を推進します。また、

ボランティアの活動状況や要望等を把握し、活動の場や機会を提供していきます。 

 

２ 子どもの読書活動の普及啓発の推進 

 子どもの読書活動を推進するためには、読書活動の楽しさや必要性、重要性な
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どについて理解を広めることが重要です。さまざまな事業を通じ、子どもや保護

者に対して効果的な情報提供を行うことで、意識啓発を図ります。 

 

①「子ども読書の日」「こどもの読書週間」等の取組み 

 「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」などの期間に、子どもが参加でき 

るイベントや成人を対象に子どもの読書に関する講演会等を行い、子どもの読書 

活動への理解と参加を促進します。 

 

②地域の読書活動情報の提供 

 子どもが生活するさまざまな場所で本に出会えるようにするため、地域で活動

するボランティアの情報や各施設で実施される行事等を広く周知していきます。

また、多くの市民が集まるイベントにおいて図書館のコーナーを設置する等、情

報を周知する工夫を検討していきます。 

 

③児童・生徒の市立図書館見学、職場体験の受入れ 

 市立図書館では、小学生の図書館見学や中学生の職場体験、高校生のインター 

ンシップを積極的に受け入れ、現場を通して子どもたちに図書館活用や読書につ 

いてＰＲしていきます。 

 

 

 

第４章 おわりに 

子どもたちの豊かな心をはぐくんでいくのは、大人の責務です。本計画の推進 

には、図書館が中心となって、家庭、地域及び学校等が一体となり、連携・協力

関係を強化することにより、実施体制の整備を図り、子どもの読書活動の推進に

努めてまいります。 
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【資料１】 乳幼児保護者読書アンケート 

 

該当するところに○をつけてください。 

 

 

 あなたのお子さんは、（調査時点で）何歳ですか。 

  

１．０～１歳児  ２．２～３歳児  ３．４～５歳児  ４．６歳児～ 

 

 

 

問１ あなたの家族では、子どもに読み聞かせをしていますか。 

 

１．ほぼ、毎日 ２．週の半分くらい ３．週に１、２回 ４．月に２、３回  

５．月に１回程度 ６．していない 

 

 

 

問２ 問１の答えで⑥以外の方は、お答えください。普段、どなたが子どもに本を読んであげてい

ますか。 （複数回数可） 

 

１．母  ２．父  ３．祖父  ４．祖母  ５．兄、姉  ６．その他 

 

 

 

問３ 子どもに読み聞かせをする本はどのように用意しますか。（複数回答可） 

 

１．書店、古書店などで購入  ２．インターネットで購入  ３．公共図書館で借りる 

４．地域文庫で借りる  ５．公民館図書室で借りる  ６．保育所・園、幼稚園で借りる 

７．親族、友人に借りる  ８．親族、友人からもらう ９．その他（          ）  

 

 

 

問４ あなたは子どもと一緒に公立図書館などで行う、おはなし会や読み聞かせの会などに参加し

たことがありますか。 

 

１．ある   ２．ない 
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問４－１ 「ある」と答えた方は以下の質問にもお答えください。 

 

１．毎回参加  ２．月に１度ぐらいは参加  ３．それ以下 

 

問４－２ 「ない」と答えた方は以下の質問にもお答えください。（複数回答可） 

 

１．おはなし会等の時間が合わない  ２．場所がわからない  ３．時間がわからない 

４．参加する時間がない  ５興味がない  ６．その他（          ）  

 

 

 

問５ あなた御自身の読書についてお伺いします。（複数回答可） 

 

１．よく本や雑誌を読む ２．どちらかといえば本しか読まない ３．どちらかといえば雑誌しか

読まない  ４．本も雑誌も読まない ５．自分では読まないが子どもへの読み聞かせはする  

６．本や雑誌を読んでいる時間がない ７．読書が嫌い ８．電子書籍（パソコン･タブレット端

末等を使う読書）しか読まない １０．その他（        ） 

 

 

 

問６ 日頃、本に関する情報はどこから得ますか （複数回答可） 

 

１．テレビ  ２．新聞や雑誌  ３．インターネット  ４．公共図書館  ５．書店   

６．家族 ７．友人、知人  ８．その他（         ） 

 

 

 

 お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。 



お子さんは（調査時で）何歳ですか

１．0～1歳児 2．2～3歳児 3．4～5歳児 4．6歳児～

62 16 2 0 （人）

問１　あなたの家族では子どもに読み聞かせをしていますか。

１．ほぼ毎日 2．週の半分くらい 3．週に1,2回 4．月2、3回 5．月に1回程度 6．していない

30 20 15 5 3 2 （人）

問２　普段どなたが子どもに本をよんであげていますか（複数回答可）

１．母 2．父 3．祖父 4．祖母 5．兄、姉 6．その他

70 39 3 3 0 0 （人）

１．0～1歳児

77%

2．2～3歳児

20%

3．4～5歳児

3%

4．6歳児～

0%

１．ほぼ毎日

40%

2．週の半分くらい

27%

3．週に1,2回

20%

4．月2、3回

7%

5．月に1回程度

4%

6．していない

2%

１．母

61%

2．父

34%

3．祖父

2%

4．祖母

3%

5．兄、姉

0% 6．その他

0%

【調査対象】

平成２６年９月から平成２７年４月の

間、子育て支援センターや図書館での
おはなし会に参加した保護者 ８０人

【資料２】 乳幼児保護者読書アンケート結果
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問３　子どもに読み聞かせをする本はどのように用意しますか（複数回答可）

１．書店、古
書店で購入

2．インターネッ
トで購入

3．公共図書
館で借りる

4．地域文庫
で借りる

5．公民館図
書室で借りる

6．保育所・
幼稚園で借
りる

7．親族・友
人から借りる

8．親族・友
人からもらう

9．その他

45 12 37 0 6 5 0 19 3

（人）

１．ある 2．ない

46 29 （人）

問４－１　「ある」と答えた方は以下の質問にもお答えください。

１．毎回参加 2．月に1度くらい ３．それ以外

5 23 23 （人）

問４　あなたは子どもと一緒に公共図書館などで行う、おはなし会や読み聞かせの会等に参加したことがありますか

１．書店、古書

店で購入

35%

2．インターネット

で購入

10%

3．公共図書館

で借りる

29%4．地域文庫で

借りる

0%

5．公民館図書室で

借りる 5%

6．保育所・幼稚園

で借りる 4%

7．親族・友人から

借りる 0%

8．親族・友人

からもらう

15%

９．その他

2%

１．ある

61%

2．ない

39%

１．毎回参加

10%

2．月に1度

くらい

45%

３．それ以外

45%
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問４－２　「ない」と答えた方のその理由は

1．時間が合
わない

2．場所がわ
からない

3．時間がわ
からない

4．参加する
時間がない

5．興味がない 6．その他

8 4 3 3 1 13 （人）

問５　あなた御自身の読書についてお伺いします（複数回答可）

１．よく本や雑
誌を読む

2．どちらかと
いえば本しか
読まない

3．どちらかと
いえば雑誌し
か読まない

4．本も雑誌も
読まない

5．自分では読ま
ないが子どもへ
の読み聞かせは
する

6．本や雑誌を
読んでいる時
間がない

7．読書が嫌い

8．電子書籍（ﾊﾟｿ
ｺﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末
を使う読書）しか
読まない

9．その他

24 5 20 5 9 18 1 1 1

（人）

問６　日頃、本に関する情報はどこから得ますか（複数回答可）

１．テレビ 2．新聞や雑誌 3．インターネット 4．公共図書館 5．書店 6．家族 7．友人、知人 8．その他

30 26 33 25 30 4 7 0 （人）

1．時間が

合わない

25%

2．場所がわから

ない

13%

3．時間がわから

ない

9%
4．参加する時間

がない 9%

5．興味がない

3%

6．その他

41%

１．よく本や雑誌

を読む

29%

2．どちらかといえ

ば本しか読まない

6%

3．どちらかと

いえば雑誌しか

読まない

24%

4．本も雑誌も

読まない

6%

5．自分では読まな

いが子どもへの読み

聞かせはする

11%

6．本や雑誌を

読んでいる

時間がない

21%

7．読書が嫌い

1%

8．電子書籍（ﾊﾟｿｺﾝ・

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を使う読

書）しか読まない

1%

9．その他

1%

１．テレビ

19%

2．新聞や雑誌

17%

3．インターネット

21%

4．公共図書館

16%

5．書店

19%

6．家族

3%

7．友人、知人

5% 8．その他

0%

34
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【資料３】小学生読書アンケート  

     

あてはまるところに○をつけてください 

 

小学
しょうがっ

校名
こうめい

（      小学校
しょうがっこう

）  学年
が く ね ん

（  年
ね ん

） 性別
せ い べ つ

： 男
おとこ

・女
おんな

   

 

問
とい

１ あなたは本
ほん

を読
よ

むことが好
す

きですか 

１．はい  ２．いいえ 

 

問
とい

２ １か月
げつ

におよそ何冊
なんさつ

ぐらいの本
ほん

を読
よ

みますか（マンガ・雑誌
ざ っ し

は入れません） 

１．０冊
さつ

  ２．１～２冊
さつ

  ３．３～４冊
さつ

  ４．５～６冊
さつ

  ５．７冊以上
いじょう

   

 

問
とい

３ １か月
げつ

におよそ何冊
なんさつ

ぐらいのマンガ・雑誌
ざ っ し

を読
よ

みますか 

１．０冊
さつ

  ２．１～２冊
さつ

  ３．３～４冊
さつ

  ４．５～６冊
さつ

  ５．７冊以上
いじょう

   

 

問
とい

４ あなたは、インターネットやメール（携帯
けいたい

電話
で ん わ

を含
ふく

む）をしますか 

１．はい    ２，いいえ 

問
とい

５ 問
とい

４で①と答
こた

えた方
かた

は、インターネットやメール（携帯
けいたい

電話
でんわ

を含
ふく

む）を一日
いちにち

に何時間
な ん じ か ん

ぐらい

しますか   

１．１時間
じ か ん

（それ以下
い か

も含む
ふくむ

）  ２．２時間
じ か ん

位
くらい

  ３．３時間
じ か ん

位
くらい

  ４．４時間
じ か ん

以上  

 

問
とい

６ あなたはテレビやゲーム（パソコンや携帯ゲームも含む）①と答
こた

えた方
かた

は、インターネット

やメール（携帯
けいたい

電話
でんわ

を含
ふく

む）を一日
いちにち

に何時間
な ん じ か ん

ぐらいしますか   

１．１時間
じ か ん

（それ以下
い か

も含む
ふくむ

）  ２．２時間
じ か ん

位
くらい

  ３．３時間
じ か ん

位
くらい

  ４．４時間
じ か ん

以上  

 

問
とい

７ 誰
だれ

かに本
ほん

を読
よ

んでもらったり、 昔 話
むかしばなし

を聞
き

いたりしたことがありますか 

１．たくさんあった  ２．ときどきあった  ３．なかった  ４．わからない  
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問
とい

８ 誰
だれ

に本
ほん

を読
よ

んでもらったり、昔話
むかしばなし

をしてもらったりしましたか 

１.お父
とう

さん、お母
かあ

さん ２.おじいさん、おばあさん ３．保育
ほ い く

園
えん

･
・

幼稚園
よ う ち え ん

の先生
せんせい

 ４．学校
がっこう

の先生
せんせい

  

５．図書館の人 ６．放課後児童クラブ(学童保育)の人 ８．児童センターの人 ９．その他

（     ） 

 

 

問
とい

９ 小学校
しょうがっこう

に入
はい

る前
まえ

に市
し

立
りつ

図書館
としょかん

や地域
ちいき

文庫
ぶんこ

に行
い

ったことがありますか 

１.よくあった ２.ときどきあった ３.少
すこ

しあった ４.なかった ５.わからない 

 
 

問
とい

１０ 小学校
しょうがっこう

に入
はい

ってから市
し

立
りつ

図書館
としょかん

や地域
ちいき

文庫
ぶんこ

に行
い

ったことがありますか 

１.よくあった ２.ときどきあった ３.少
すこ

しあった ４.なかった ５.わからない 

 
 

問
とい

１１ 読書
どくしょ

についてどう思
おも

いますか（５つまで選
えら

んでください） 

１．楽
たの

しい ２．おもしろい ３．感動
かんどう

する ４．考
かんが

える力
ちから

がつく ５．国語
こ く ご

の力
ちから

がつく 

６．知
し

らないことがわかる ７．友達
ともだち

と話
はなし

ができる ８．読書
どくしょ

はめんどくさい 

９．遊
あそ

ぶ時間
じ か ん

がなくなる １０．勉強
べんきょう

時間
じ か ん

がなくなる １１．読
よ

みたい本
ほん

がない 

１２．読
よ

みたい本
ほん

がわからない  １３．つまらない  １４．その他
た

（        ） 

 
 

問
とい

１２ どのようにして、本
ほん

を選
えら

んでいますか（３つまで） 

１．自分
じ ぶ ん

の好き
す き

な本
ほん

 ２．家
いえ

の人
ひと

のすすめ ３．市
し

立
りつ

図書館
と し ょ か ん

のすすめ  ４．学校
がっこう

図書館
としょかん

 ５．書店
しょてん

   

６．友達
ともだち

 ７．家
いえ

にある  ８．放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ  ９．その他
た

（         ） 

 
 

問
とい

１３ 読
よ

む本
ほん

はどこで借
か

りたり、買
か

ったりしますか（３つまで） 

１．市
し

立
りつ

図書館
と し ょ か ん

 ２．学校
がっこう

図書館
としょかん

 ３．書店
しょてん

 ４．友達
ともだち

 ５．家
いえ

にある ６．放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ  

７．その他
た

（         ） 
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問
とい

１４ どうすれば今
いま

より本
ほん

が読
よ

めると思
おも

いますか 

１.読
よ

みたい本
ほん

がそばにある ２.自由
じ ゆ う

時間
じ か ん

が今
いま

よりもある ３.テレビやゲームの時間
じ か ん

を減
へ

らす 

４.本
ほん

を読
よ

むための場所
ば し ょ

がある ５.本
ほん

を紹介
しょうかい

してくれる人
ひと

がいる ６.その他
た

（      ） 

 

問
とい

１５ 学校
がっこう

図書館
としょかん

を利用
り よ う

していますか 

１.利用
り よ う

している → 問
とい

１６へ    ２.利用
り よ う

していない 

問
とい

１６ 学校
がっこう

図書館
としょかん

を利用
り よ う

している１に○をつけた人は、どのくらい利用
り よ う

していますか 

１.週
しゅう

１回
かい

  ２.週
しゅう

２回
かい

～３回
かい

  ３.週
しゅう

４回
かい

～５回
かい

 

 

問
とい

１７ 学校
がっこう

図書館
としょかん

に希望
き ぼ う

することはなんですか 

１.おもしろい本
ほん

がある ２.調
しら

べ物
もの

で役
やく

に立
た

つ本
ほん

がある  ３.自分
じ ぶ ん

の好
す

きな本
ほん

がある 

４.本
ほん

のことを教
おし

えてくれる人
ひと

がいる ５.読
よ

み聞
き

かせをしてもらえる ６.いつでも開
ひら

いている 

７.どんな本
ほん

があるかすぐわかる  ８.その他
た

（       ） 

 

問
とい

１８ 市
し

立
りつ

図書館
としょかん

に希望
き ぼ う

することはなんですか 

１.おもしろい本
ほん

がある ２.調
しら

べ物
もの

で役
やく

に立
た

つ本
ほん

がある  ３.自分
じ ぶ ん

の好
す

きな本
ほん

がある 

４.本
ほん

のことを教
おし

えてくれる人
ひと

がいる ５.読
よ

み聞
き

かせをしてもらえる ６.いつでも開
ひら

いている 

７.どんな本
ほん

があるかすぐわかる  ８.その他
た

（       ） 

 

 

以 上

いじょう

です。ご 協 力

きょうりょく

ありがとうございました。 



問1　あなたは本を読むことが好きですか

1.はい 2.いいえ
363 83 （人）

問２　1か月におよそ何冊ぐらいの本をよみますか（マンガ・雑誌は入れません）

1．0冊 2.　1～2冊 3.　3～4冊 4.　5～6冊 5.　7冊以上

33 116 108 67 122 （人）

問３　1か月におよそ何冊ぐらいのマンガ・雑誌をよみますか

1．0冊 2.　1～2冊 3.　3～4冊 4.　5～6冊 5.　7冊以上
48 122 81 57 127 （人）

1.はい

81%

2.いいえ

19%

1．0冊

8%

2. 1～2冊

26%

3. 3～4冊

24%

4. 5～6冊

15%

5. 7冊以上

27%

1．0冊

11%

2. 1～2冊

28%

3. 3～4冊

19%

4. 5～6冊

13%

5. 7冊以上

29%

【調査対象】

平成２６年９月から平成２７年４月の間、

施設見学等で中央図書館を利用した児童、

中央図書館の学校訪問ブックトーク及び

おはなし会に参加した児童等 ４４６人

【資料４】 小学生読書アンケート結果
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問4　あなたはインターネットやメール（携帯電話を含む）をしますか

1.はい 2.いいえ
219 227 （人）

問5　問4で1と答えた方は、インターネットやメールを一日に何時間ぐらいしますか

1．1時間位
（それ以下
も含む）

2.　2時間位 3.　3時間位4.4時間以上

166 34 4 15 （人）

問6　問４で1と答えた方は、あなたはテレビやゲームを一日に何時間ぐらいしますか

1．1時間位
（それ以下
も含む）

2.　2時間位 3.　3時間位4.4時間以上

156 89 34 41 （人）

1.はい

49%2.いいえ

51%

1．1時間位

（それ以下も含む）

49%

（35％）

2. 2時間位, 28%

（20％）

3. 3時間位, 

10% （8％）

4.4時間以上,

13% （9％）

カッコ内の数字は本アンケートの

対象者全員を分母とした場合の

パーセンテージです。

1．1時間位

（それ以下も含む）

76%

（37％）

2. 2時間位, 

15% （8％）

3. 3時間位, 2%

（1％）

4.4時間以上, 7%

（3％）

カッコ内の数字は本アンケートの

対象者全員を分母とした場合の

パーセンテージです。
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問7　誰かに本を読んでもらったり、昔話をきいたことがありますか

1．たくさん
あった

2.　ときどき
あった

3.　なかった4.わからない

150 255 11 30 （人）

問8　誰に本を読んでもらったり、昔話をしてもらいましたか

1.お父さん･お
母さん

2.　おじいさん・
おばあさん

3.保育園･幼
稚園の先生

4.学校の先生 5.図書館の人
6.放課後児童
クラブ(学童
保育)の人

7.児童セン
ターの人

8.その他

219 104 154 108 116 11 16 48 （人）

問9　小学校に入る前に市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか

1．よくあった
2.ときどきあっ
た

3.少しあった4.なかった 5.わからない

105 108 104 92 37 （人）

1．たくさんあった

34%

2. ときどきあった

57%

3. なかった

2%

4.わからない

7%

1.お父さん･

お母さん

28%

2. おじいさん・

おばあさん

13%3.保育園･

幼稚園の先生

20%

4.学校の先生

14%

5.図書館の人

15%

6.放課後児童クラブ(学

童保育)の人

2%

7.児童センターの人

2%

8.その他

6%

1．よくあった

24%

2.ときどきあった

24%
3.少しあった

23%

4.なかった

21%

5.わから

ない

8%
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問10　小学校に入ってから市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか

1．よくあった
2.ときどきあっ
た

3.少しあった4.なかった 5.わからない

139 133 110 38 26 （人）

問11　読書についてどう思いますか（５つまで選んでください）

1.楽しい 2.おもしろい 3.感動する
4.考える力が
つく

5.国語の力
がつく

6.知らないこ
とがわかる

7.友達と話
ができる

8.面倒くさ
い

9.遊ぶ時
間がなくな
る

10.勉強時
間がなくな
る

11.読みたい本が
ない

309 321 155 173 196 313 125 175 33 17 27
9.遊ぶ時間
がなくなる

10.勉強時間
がなくなる

11.読みた
い本がない

12.読みたい
本がわから

13.つまらな
い

14.その他

33 17 27 37 26 14 （人）

問12　どのようにして、本を選んでいますか

1.自分の好
きな本

2.家の人の
すすめ

3.市立図書
館のすすめ

4.学校図書
館

5.書店 6.友達 7.家にある
8.放課後
児童クラブ

9.その他

375 112 81 109 66 62 106 21 13 （人）

1．よくあった

31%

2.ときどきあった

30%

3.少しあった

25%

4.なかった

8%

5.わからない

6%

1.楽しい

17%

2.おもしろい

17%

3.感動する

8%
4.考える力

がつく

9%

5.国語の力

がつく

11%

6.知らないことがわかる

17%

7.友達と話ができる

7%

8.面倒くさい

10%

9.遊ぶ時間がなくなる

2%

10.勉強時間がなくなる

1%

11.読みたい本がない

1%

１.自分の

好きな本

40%

2.家の人

のすすめ

12%
3.市立図書館のすすめ

9%

4.学校図書館

11%

5.書店 7%

6.友達 7%

7.家にある

11%

8.放課後児童クラブ

2%

9.その他

1%
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問13　読む本はどこで借りたり、買ったりしますか（３つまで）

1.市立図書館 2.学校図書館 3.書店 4.友達 5.家にある
6.放課後児童
クラブ

7.その他

281 267 257 39 121 7 0 （人）

問14　どうすれば今より本が読めると思いますか

1.読みたい本
がそばにある

2.自由時間が
今よりもある

3.テレビやゲー
ムの時間を減
らす

4.本を読むた
めの場所があ
る

5.本を紹介して
くれる人がいる

6.その他

203 86 68 59 55 5 （人）

問15　学校図書館を利用していますか

1.利用して
いる

2.利用して
いない

369 77 （人）

1.市立図書館

29%

2.学校図書館

28%

3.書店

26%

4.友達

4%

5.家にある

12%

6.放課後児童クラブ

1%

7.その他

0%

１.読みたい本が

そばにある

43%

2.自由時間が

今よりもある

18%

3.テレビや

ゲームの時間

を減らす

14%

4.本を読む

ための場所

がある 12%

5.本を紹介

してくれる人

がいる

12%

6.その他

1%

1.利用している

83%

2.利用していない

17%
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問16　学校図書館を利用している1をつけた人はどのくらい利用していますか

1.週1回
2.週2回～3
回

3.週4回～5
回

219 103 47 （人）

問17　学校図書館に希望することはなんですか

1.おもしろい
本がある

2.調べ物で役
に立つ本があ
る

3.自分の好き
な本がある

4.本のことを教
えてくれる人が
いる

5.読み聞かせ
をしてもらえ
る

6.いつでも
開いている

7.どんな本
があるかす
ぐわかる

8.その他

213 124 182 22 9 35 56 16 （人）

問18　市立図書館に希望することはなんですか

1.おもしろい
本がある

2.調べ物で役
に立つ本があ
る

3.自分の好き
な本がある

4.本のことを教
えてくれる人が
いる

5.読み聞かせ
をしてもらえ
る

6.いつでも
開いている

7.どんな本
があるかす
ぐわかる

8.その他

188 101 181 24 17 40 87 8 （人）

1.週1回

59%

2.週2回～3回

28%

3.週4回～5回

13%

１.おもしろい本

がある

32%

2.調べ物で役に立つ本

がある

19%

3.自分の

好きな本がある

28%

4.本のことを教えてくれ

る人がいる

3%

5.読み聞かせを

してもらえる

1%

6.いつでも開いている

5%

7.どんな本があるかすぐ

わかる

9%

8.その他

3%

１.おもしろい本

がある

29%

2.調べ物で

役に立つ本

がある

16%

3.自分の

好きな本がある

28%

4.本のことを教えてく

れる人がいる

4%

5.読み聞かを

してもらえる

3%

6.いつでも開いている

6%

7.どんな本が

あるか

すぐわかる

13%

8.その他

1%
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【資料５】 中･高校生読書アンケート 

 

あてはまるところに○をつけてください。 

 

学校名（      学校）  学年（  年） 性別： 男・女   

 

問１ あなたは本を読むことが好きですか 

１．はい  ２．いいえ 

 

 

問２ １か月におよそ何冊ぐらいの本を読みますか（マンガ・雑誌は入れません） 

１．０冊  ２．１～２冊  ３．３～４冊  ４．５～６冊  ５．７冊以上   

 

 

問３ １か月におよそ何冊ぐらいのマンガ・雑誌を読みますか 

１．０冊  ２．１～２冊  ３．３～４冊  ４．５～６冊  ５．７冊以上   

 

 

問４ あなたは、インターネットやメール（携帯電話を含む）をしますか 

１．はい    ２，いいえ 

 

 

問５ 問４で①と答えた方は、インターネットやメール（携帯電話を含む）を一日に何時間ぐらい

しますか   

１．１時間位(それ以下も含む)  ２．２時間位  ３．３時間位  ４．４時間以上  

 

 

問６ あなたはテレビやゲーム（パソコンや携帯ゲームも含む）①と答えた方は、インターネット

やメール（携帯電話を含む）を一日に何時間ぐらいしますか   

１．１時間位(それ以下も含む)  ２．２時間位  ３．３時間位  ４．４時間以上  

 

 

問７ 誰かに本を読んでもらったり、昔話を聞いたりしたことがありますか 

１．たくさんあった   ２．ときどきあった  ３．なかった  ４．わからない  

 

 

問８ 誰に本を読んでもらったり、昔話をしてもらいましたか 

１.お父さん、お母さん ２.おじいさん、おばあさん ３．保育園･幼稚園の先生 ４．学校の先生  

５．図書館の人 ６．放課後児童クラブ(学童保育)の人 ８．児童センターの人  

９．その他（     ） 
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問９ 小学校に入る前に市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか 

１.よくあった ２.ときどきあった ３.少しあった ４.なかった ５.わからない     

 

問１０ 小学校に入ってから市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか 

１.よくあった ２.ときどきあった ３.少しあった ４.なかった ５.わからない    

 

問１１ 読書についてどう思いますか（５つまで選んでください） 

１．楽しい ２．おもしろい ３．感動する ４．考える力がつく ５．国語の力がつく  

６．知らないことがわかる ７．友達と話ができる ８．読書はめんどくさい  

９．遊ぶ時間がなくなる １０．勉強時間がなくなる １１．読みたい本がない  

１２．読みたい本がわからない  １３．つまらない  １４．その他（        ） 

 
 

問１２ どのようにして、本を選んでいますか（３つまで） 

１．自分の好きな本 ２．家の人のすすめ ３．市立図書館のすすめ ４．学校図書館 ５．書店   

６．友達 ７．家にある  ８．放課後児童クラブ  ９．その他（         ） 

 
 

問１３ 読む本はどこで借りたり、買ったりしますか（３つまで） 

１．市立図書館 ２．学校図書館 ３．書店 ４．友達 ５．家にある ６．放課後児童クラブ  

７．その他（         ） 

 

問１４ どうすれば今より本が読めると思いますか 

１.読みたい本がそばにある ２.自由時間が今よりもある ３.テレビやゲームの時間を減らす 

４.本を読むための場所がある ５.本を紹介してくれる人がいる ６.その他（      ） 

 

問１５ 学校図書館・図書室を利用していますか 

１.利用している → 問１６へ    ２.利用していない 

 

問１６ 学校図書館・図書室を利用している１に○をつけた人は、どのくらい利用していますか 

１.週１回  ２.週２回～３回  ３.週４回～５回 

 

問１７ 学校図書館・図書室に希望することはなんですか 

１.おもしろい本がある ２.調べ物で役に立つ本がある  ３.自分の好きな本がある 

４.本のことを教えてくれる人がいる ５.読み聞かせをしてもらえる ６.いつでも開いている 

７.どんな本があるかすぐわかる  ８.その他（       ） 

 

問１８ 市立図書館に希望することはなんですか 

１.おもしろい本がある ２.調べ物で役に立つ本がある  ３.自分の好きな本がある 

４.本のことを教えてくれる人がいる ５.読み聞かせをしてもらえる ６.いつでも開いている 

７.どんな本があるかすぐわかる  ８.その他（       ） 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 



問1．あなたは本を読むことが好きですか？

1．好き 2．嫌い 無回答

335 172 3 （人）

1．　0冊 2．　1～2冊 3．　3～4冊 4．　5～6冊 5．　7冊以上 無回答

145 218 77 29 38 3 （人）

1．　0冊 2．　1～2冊 3．　3～4冊 4．　5～6冊 5．　7冊以上 無回答

83 155 98 51 121 2 （人）

問3.　1か月におよそ何冊ぐらいのマンガ・雑誌を読みますか

問2．　1か月におよそ何冊ぐらいの本を読みますか（マンガ・雑誌は入れません）

1．好き

66%

2．嫌い

34%

1． 0冊

17%

2． 1～2冊

31%

3． 3～4冊

19%

4． 5～6冊

10%

5． 7冊以上

24%

1． 0冊

29%

2． 1～2冊

43%

3． 3～4冊

15%

4． 5～6冊

6%

5． 7冊以上

7%

【調査対象】

中高生の男女 ５１０人

男子 ３５６人

女子 １４９人

不明 ５人

（内訳）

久喜市立太東中学校 ２学年

男子76人 女子59人（不明2人）

久喜市立久喜東中学校 ２学年

男子71人 女子74人

埼玉県立久喜工業高校 ２学年

男子201人 女子11人（不明3人）

久喜市立中央図書館来館者

高校 男子 7人

高校 女子 1人

中学 男子 1人

中学 女子 4人

【資料６】中・高校生読書アンケート結果
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1．はい 2．いいえ 無回答

454 55 1 （人）

1．　1時間
位（それ以
下も含む）

2．　2時間位 3．　3時間位 4．　4時間以上 無回答

125 109 89 134 53 （人）

1．　1時間
位（それ以
下も含む）

2．　2時間位 3．　3時間位 4．　4時間以上 無回答

118 121 104 125 42 （人）

問5.　問4で1と答えた方は、インターネットやメール（スマートフォン、携帯電話を含む）を一日に何時間ぐら
いしますか

問4.　あなたは、インターネットやメール（スマートフォン、携帯電話を含む）をしますか

問6. あなたはテレビやゲーム（パソコンや携帯ゲームも含む）を一日に何時間ぐらいしますか

1．はい

89%

2．いいえ

11%

1． 1時間位

（それ以下も含む）

27%

（25％）

2． 2時間位

24%

（21％）

3． 3時間位

20%

（17％）

4． 4時間以上

29%

（26％）

1． 1時間位

（それ以下も含む）

25%

(23%)

2． 2時間位

26%

(24%)

3． 3時間位

22%

(20%)

4． 4時間以上

27%

(25%)

カッコ内の数字は本アンケートの

対象者全員を分母とした場合の

パーセンテージです。

カッコ内の数字は本アンケートの

対象者全員を分母とした場合の

パーセンテージです。
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1．たくさんあった 2.　ときどきあった 3.　なかった 4.　わからない 無回答

130 231 41 107 1 （人）

1.お父さん、
お母さん

2.おじいさ
ん、おばあ
さん

3.保育園・
幼稚園の先
生

4．学校の先生 5．図書館の人

6．放課後児
童クラブ（学
童保育）の人

7．児童センターの人 8．その他 無回答

235 82 157 75 58 11 11 24 58 （人）

1．よくあった 2.　ときどきあった 3.　少しあった 4.　なかった 5.　わからない 無回答

65 128 121 107 87 2 （人）

【参考】
問9と10の合計

1．よくあった 2.　ときどきあった 3.　少しあった 4.　なかった 5.　わからない 無回答
人数 167 292 285 156 117 3 1020
割合 16% 29% 28% 15% 11%

問9. 小学校に入る前に市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか

問7. 誰かに本を読んでもらったり、昔話を聞いたことがありますか

問8.　誰に本を読んでもらったり、昔話をしてもらいましたか

1．たくさんあった

26%

2. ときどきあった

45%

3. なかった

8%

4. わからない

21%

１.お父さん、

お母さん

36%

２.おじいさん、

おばあさん

12%

３.保育園・

幼稚園の

先生

24%

４．学校の先生

11%

５．図書館の人

9%

6．放課後児童クラブ

（学童保育）の人

2%

7．児童センターの人

2%

8．その他

4%
「8.その他」のほとんどは

「いない」「わからない」

１．よくあった

13%

2. ときどきあった

25%

3. 少しあった

24%

4. なかった

21%

5. わからない

17%
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1．よくあった 2.　ときどきあった 3.　少しあった 4.　なかった 5.　わからない 無回答

102 164 164 49 30 1 （人）

1.楽しい 260
2.おもしろい 314
3.感動する 154
4．考える力がつく 172
5．国語の力がつく 190
6．知らないことがわかる 223
7．友達と話ができる 82
8．読書はめんどうくさい 62
9．遊ぶ時間がなくなる 58
10．勉強時間がなくなる 25
11．読みたい本がない 69
12．読みたい本が

わからない 49
13．つまらない 46
14．その他 17
無回答 0

（人）

（人）

1.自分の好きな本 2.家の人のすすめ 3.市立図書館のすすめ 4．学校図書館 5．書店 6．友達 7．家にある 8．放課後児童クラブ 9.その他 無回答
438 39 24 20 168 116 62 0 30 0

問12.　どのようにして、本を選んでいますか（3つまで）

問10. 小学校に入ってから市立図書館や地域文庫に行ったことがありますか

問11.　読書についてどう思いますか（5つまで選んでください）

1.楽しい

15%

2.おもしろい

18%

３.感動

する

9%

4．考

える力

がつく

10%

５．国語の力

がつく

11%

6．知らないこと

がわかる

13%７．友達と話ができる 5%

８．読書はめんどうくさい 4%

９．遊ぶ時間がなくなる 3%

１０．勉強時間がなくなる 1%

１１．読みたい本がない 4%

１２．読みたい

本がわからない

3%

１３．つまらない3%

14．その他

1%

1.自分の好きな本

49%

２.家の人

のすすめ

4%

3.市立図書館

のすすめ 3%

4．学校図書館

2%

5．書店

19%

6．友達

13%

7．家にある

7%

８．放課後児童クラブ 0%
9.その他

3%

「14.その他」の回答

・世界が少しいつもと違って見える

・ボキャブラリーが増える

・幸福 ・大好き ・漢字の勉強になる ・わくわくする

・暇つぶし ・途中で飽きてしまう・眠くなる ・興味がない

・読む意味がない

「9.その他」の回答

・ネット（多数回答あり）

・ネットの口コミ

・雑誌 ・テレビのＣＭ

・好きな作家

・朝読書

・文庫本一覧表

・アニメ化した本

・好きなアニメ関係

・表紙 ・タイトル

・イラスト

・適当

・読まないからわからない

1．よくあった

20%

2. ときどきあった

32%

3. 少しあった

32%

4. なかった

10%

5. わからない

6%
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1．市立図書館 2．学校図書館 3．書店 4．友達 5．家にある 6．放課後児童クラブ 7．その他 無回答

126 58 449 82 99 1 10 0 （人）

1．読みたい
本がそばにあ
る

2．自由時間
が今よりもあ
る

3．テレビや
ゲームの時
間を減らす

4．本を読む
ための場所
がある

5．本を紹介し
てくれる人が
いる

6．その他 無回答

236 159 80 28 30 8 5 （人）

1．利用している 2．利用していない 無回答

84 425 1 （人）

問14.　どうすれば今より本が読めると思いますか

問15.　学校図書館を利用していますか

問13.　読む本はどこで借りたり、買ったりしますか（3つまで）

1．市立図書

館

15%
2．学校図書館

7%

3．書店

55%

4．友達

10%

5．家に

ある

12%

6．放課後児童

クラブ

0%

7．その他

1%

1．読みたい本が

そばにある

44%

2．自由時間が

今よりもある

29%

3．テレビや

ゲームの時間

を減らす 15%

4．本を読むための

場所がある

5%

5．本を紹介してくれ

る人がいる

6%

6．その他

1%

1．利用している

17%

2．利用していない

83%

「7.その他」の回答

・ネット（複数回答あり）

・古本屋

・古本市

・借りない、買わない

「6.その他」の回答

・気力があれば

・興味がでれば

・お金があれば

・本の価格が安ければよい

・静かで人がいない場所があれば

・読みたいと思う気持ち

・１日が数時間増えるとよい

・読みたいと思わない
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1．週1回 2．週2～3回 3．週4～5回 無回答

60 19 4 26 （人）

1．おもしろ
い本がある

2.　調べ物
で役に立つ
本がある

3.　自分の
好きな本が
ある

4.　本のことを
教えてくれる
人がいる

5.　読み聞
かせをして
もらえる

6.いつでも
開いている

7.どんな本
があるかす
ぐわかる

8.その他 無回答

153 61 202 13 2 42 61 11 79 （人）

1．おもしろ
い本がある

2.　調べ物
で役に立つ
本がある

3.　自分の
好きな本が
ある

4.　本のことを
教えてくれる
人がいる

5.　読み聞
かせをして
もらえる

6.いつでも
開いている

7.どんな本
があるかす
ぐわかる

8.その他 無回答

154 57 208 24 6 42 68 10 73 （人）

問17. 学校図書館に希望することはなんですか

問18. 市立図書館に希望することはなんですか

問16.　問15で学校図書館を利用しているに○をつけた人は、どのくらい利用していますか

1．週1回

72%

2．週2～3回

23%

3．週４～５回

5%

１．おもしろい

本がある

28%

2. 調べ物で役

に立つ本があ…

3. 自分の好きな本

がある

37%

4. 本のことを教え

てくれる人がいる

3%

5. 読み聞かせをしてもらえる

0%

6.いつでも開いている

8%

7.どんな本がある

かすぐわかる

11%

8.その他

2%
「8.その他」の回答

・いろんな分野の本を

置いてほしい

（複数回答あり）

・マンガを増やしてほしい

（複数回答あり）

・ライトノベルを増やしてほし

い

・有名な小説を置いてほしい

・居心地がよい

・人がいない

1．おもしろい本

がある

27%

2. 調べ物で役に

立つ本がある

10%

3. 自分の好きな本

がある

37%

４. 本のことを教え

てくれる人がいる

4%

5. 読み聞かせをし

てもらえる

1%

6.いつでも開いている

7%

7.どんな本があるか

すぐわかる

12%

8.その他

2%

「8.その他」の回答

・ジャンルを問わずたくさんの本がある（複数回答あり）

・マンガ等が充実している（複数回答あり）

・OPACの読み込みが速い ・近くにある ・いつまでも借りられる
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【資料７】「久喜市子ども読書活動推進計画」策定経過 

 

 事  項 

平
成
26
年 

４月～（平成 26 年度中） 

乳幼児保護者読書アンケート実施 

小学生読書アンケート実施 

平
成
27
年 

３月 「久喜市子ども読書活動推進計画（第３次）（案）」作成作業 

４月 ～ ５月 中・高校生読書アンケート実施 

６月 
「久喜市子ども読書活動推進計画（第３次）（案）」について関係

課意見照会 

７月１６日 
第１回図書館協議会 

「久喜市子ども読書活動推進計画（第３次）（案）」を説明。 

７月 ～ ９月 
図書館協議会委員から寄せられた意見・提言により「久喜市子ど

も読書活動推進計画（第３次）（案）」を修正。 

９月２９日 
第２回図書館協議会 

「久喜市子ども読書活動推進計画（第３次）（案）」の審議 

１０月２９日 

第２回図書館協議会での審議結果を反映し、「久喜市子ども読書

活動推進計画（第３次）（案）」を再度修正。パブリックコメント

の原案とする。 

１１月２４日～１２月２３日 パブリックコメントの実施（意見２件あり） 

平
成
28
年 

１月７日～１月１５日 

パブリックコメントの結果を反映し、「久喜市子ども読書活動推

進計画（第３次）（案）」を再度修正。改めて図書館協議会委員か

ら意見を聴取。 

２月４日 
第３回図書館協議会 

「久喜市子ども読書活動推進計画（第３次）（最終案）」の審議 

３月２２日 定例教育委員会の議決を受ける。 

３月 
「久喜市子ども読書活動推進計画」（平成２８年度～平成３２年

度）策定 

 

 

 

 

 

 

 



平成2８年２月４日現在

役職名 氏　　名 任命基準 備　　考

岡田　孝道
  おか   だ　　　　 こう   どう

公募

奈良　千鶴
 な      ら　            ち   　づ

公募

川羽田　昇
　かわ　ば　　だ　　　　のぼる

公募

金子　　正
　かね　こ　　　　　　　　ただし

学校教育関係者 久喜南中学校長

副会長 塩崎　　勲
　しお　ざき　　　　　　　いさお

社会教育関係者 社会教育委員

千葉　正人
  ち      ば        　まさ     と

家庭教育の向上に資する活動を行う者 久喜市PTA連合会

田柳　　宏
   た  やなぎ         　 　ひろし

学識経験者 埼玉県立久喜図書館長

野原　正子
   の    はら       　まさ    こ

学識経験者 民生・児童委員協議会

会長 山田　良男
 やま    だ　         よし   お

学識経験者

千葉香乎里
   ち     ば     か    お      り

学識経験者

任期 　平成28年8月16日まで

久喜市子ども読書活動推進計画  
《平成28年度～平成32年度》　

発行　平成２８年３月　久喜市教育委員会
編集　久喜市立中央図書館　　　　　　　　  

〒３４６－００１４               
久喜市吉羽１丁目４０番地１

電話　０４８０－２１－０１１４
ＦＡＸ　０４８０－２９－１１８４

Ｅ-ｍａｉｌ　chuo-toshokan@city.kuki.lg.jp

この冊子は、350部印刷し、1部あたりの単価は215円です。

この印刷物の本文部分は再生紙を使用しています。

【資料８】久喜市立図書館協議会委員名簿
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